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日
本
に
と
っ
て

　
　
　
　

安
全
保
障
上
の
脅
威
と
は
？

　

第
一
に
、
中
国
の
著
し
い
軍
事
的
台
頭
と
海
洋
進
出
が
あ
る
。
東

シ
ナ
海
で
、
中
国
は
中
間
線
の
存
在
を
無
視
し
た
一
方
的
な
ガ
ス
田

開
発
を
進
め
、
尖
閣
を
含
む
南
西
諸
島
に
対
す
る
日
本
の
実
効
支
配

を
脅
か
し
て
い
る
。
南
シ
ナ
海
で
は
、
中
国
が
領
有
権
を
主
張
す
る

南
沙
諸
島
で
人
工
島
の
建
設
と
軍
事
拠
点
化
が
進
め
ら
れ
、
日
本
の

生
命
線
と
な
る
海
上
交
通
路
（
シ
ー
レ
ー
ン
）
を
脅
か
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
が
あ
る
。
す
で
に
、

日
本
全
土
を
射
程
に
収
め
る
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
「
ノ
ド
ン
」
が

防
衛
大
学
校
教
授

武
田
康
裕

日
本
の
安
全
保
障
や
日
米
同
盟
を
考
え
る
と
き
、

押
さ
え
て
お
き
た
い
基
礎
的
な
知
識
と
論
理
を
紹
介
す
る
。た

け
だ　

や
す
ひ
ろ　

一
九
九
二
年
東
京

大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
課

程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
学
術
）。
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
国
際
問
題
研
究
所
客
員
研
究

員
な
ど
を
経
て
現
職
。
著
書
に
『
日
米
同

盟
の
コ
ス
ト
』、『
論
究
日
本
の
危
機
管
理

体
制
』（
編
著
）
な
ど
。

米海軍と海上自衛隊の合同
訓練（U.S. Navy ／アフロ） 日

本
の
安
全
保
障
と

日
米
同
盟

Q1
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数
百
基
規
模
で
実
戦
配
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
小
型
化
し
た
核
弾

頭
が
搭
載
さ
れ
れ
ば
、日
本
に
と
っ
て
深
刻
な
直
接
的
脅
威
と
な
る
。

固
体
燃
料
を
使
用
し
た
ミ
サ
イ
ル
が
移
動
式
発
射
台
か
ら
使
用
さ
れ

れ
ば
、
日
本
の
情
報
収
集
衛
星
で
は
探
知
が
難
し
い
。
さ
ら
に
、
米

国
本
土
に
届
く
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
や
潜
水
艦
発

射
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
）
の
開
発
は
、
米
国
に
よ
る
同
盟
国

へ
の
拡
大
抑
止
を
揺
る
が
す
こ
と
で
、
日
本
に
対
す
る
間
接
的
脅
威

と
な
る
。

　
　
　
　

自
衛
隊
と
米
軍
と
の

　
　
　
　

役
割
分
担
は
？

　

シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
に
関
し
て
、
日
本
は
護
衛
艦
の
約
七
〇
％
を
投

入
し
て
、
日
本
周
辺
数
百
海
里
と
、
ヴ
ァ
シ
ー
海
峡
以
北
の
航
路
帯

一
〇
〇
〇
海
里
を
担
当
し
て
き
た
。
一
〇
〇
〇
海
里
以
遠
の
シ
ー

レ
ー
ン
防
衛
は
、
第
七
艦
隊
が
空
母
打
撃
群
三
個
体
制
を
投
入
し
て

担
当
す
る
。
二
〇
一
五
年
の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
以
降
は
、
自
衛
隊
が

米
軍
を
支
援
す
る
体
制
か
ら
、
米
軍
が
自
衛
隊
の
作
戦
を
支
援
し
補

完
す
る
体
制
へ
と
変
化
し
た
。

　

長
年
、
南
西
諸
島
に
は
陸
上
自
衛
隊
が
配
備
さ
れ
な
い
空
白
地
帯

が
点
在
し
て
い
た
。
そ
の
間
、
島
嶼
防
衛
を
支
援
し
て
き
た
の
は
、

沖
縄
に
常
時
前
方
展
開
す
る
約
二
二
〇
〇
人
の
第
三
一
海
兵
隊
遠
征

部
隊
だ
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
以
降
、
自
衛
隊
は
島
嶼
防
衛
を
主
任
務

と
す
る
七
〇
〇
人
規
模
の
西
部
方
面
普
通
科
連
隊
を
新
編
し
、
一
八

年
末
ま
で
に
三
〇
〇
〇
人
規
模
の
水
陸
機
動
団
を
整
備
し
た
。
実
戦

経
験
の
豊
富
な
米
海
兵
隊
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
同
訓
練
で
学
ぶ
一
方
、

水
陸
機
動
団
の
即
応
体
制
を
強
化
す
る
海
上
輸
送
能
力
の
充
実
が
図

ら
れ
て
い
る
。

　

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
に
は
、
米
国
が
提
供
す
る
核
の

傘
と
日
米
間
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
協
力
で
対
応
し
て
い
る
。
弾
道

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
へ
の
対
処
は
、
①
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
使
用
の
抑
止
、

②
発
射
前
の
ミ
サ
イ
ル
の
無
力
化
、③
発
射
後
の
ミ
サ
イ
ル
の
迎
撃
、

④
ミ
サ
イ
ル
着
弾
後
の
被
害
の
最
小
化
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
う

ち
、日
本
が
単
独
で
運
用
で
き
る
の
は
④
の
国
民
保
護
だ
け
で
あ
る
。

①
と
②
に
対
応
す
る
の
が
米
軍
の
前
方
展
開
で
あ
り
、
③
を
担
う
の

が
日
米
共
同
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
　
　
　

日
米
同
盟
の
基
礎
を
な
す
日
米
安
保
条
約
、

　
　
　
　

そ
の
特
徴
は
？

　

日
米
安
保
条
約
の
特
徴
は
、
そ
の
非
対
称
構
造
に
あ
る
。
つ
ま

り
、
第
五
条
で
米
国
が
在
日
米
軍
を
通
じ
て
日
本
を
防
衛
し
、
第
六

Q2
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条
で
日
本
が
在
日
米
軍
基
地
を
提
供
し
て
米
国
の
前
方
展
開
を
支
え

る
「
物
と
人
の
協
力
」
で
あ
る
。
米
国
の
日
本
へ
の
防
衛
義
務
と
い

う
「
片
務
的
負
担
」
に
、
日
本
が
米
国
へ
の
基
地
提
供
と
い
う
「
片

務
的
負
担
」
を
以
て
応
え
る
「
非
対
称
な
双
務
性
」
と
も
い
え
よ
う
。

日
本
が
平
和
憲
法
を
堅
持
す
る
限
り
、
日
米
安
保
条
約
が
相
互
防
衛

条
約
の
よ
う
な
「
対
等
な
相
互
性
」
を
満
た
す
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
　

二
〇
一
五
年
の
平
和
安
全
法
制
で

　
　
　
　

何
が
変
わ
っ
た
？

　

日
本
は
、
事
実
上
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
禁
じ
、
主
権
国
家

と
し
て 

保
持
し
て
い
る
が
行
使
し
な
い
と
の
立
場
を
貫
い
て
き
た
。

平
和
安
全
法
制
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
限
定
的
な
行
使
を
認
め
、
自

衛
隊
の
海
外
派
遣
に
お
け
る
「
駆
け
つ
け
警
護
」
や
安
全
確
保
任
務

に
お
け
る
武
器
使
用
権
限
を
認
め
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
従
来
は
米
軍

だ
け
に
限
ら
れ
て
い
た
支
援
の
対
象
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
日

本
と
密
接
な
協
力
関
係
に
あ
る
外
国
に
ま
で
拡
大
し
た
。

　

ま
た
、
支
援
の
地
理
的
範
囲
も
、「
日
本
周
辺
の
地
域
」
か
ら
「
日

本
の
平
和
及
び
安
全
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
事
態
」
へ
と
拡
大
し

た
。
こ
れ
は
、
抑
止
力
の
向
上
に
よ
っ
て
日
本
の
平
和
と
安
全
を
一

層
確
か
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
及
び
国
際
社
会
の
平
和
と

安
定
に
も
積
極
的
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

日
米
同
盟
の
「
深
化
」
と
は
？

　

冷
戦
終
結
後
、
日
米
同
盟
は
三
方
向
へ
の
「
深
化
」
を
進
め
て
き

た
。
第
一
は
、
適
用
範
囲
の
地
理
的
拡
大
で
あ
る
。
冷
戦
期
、「
極

東
の
平
和
及
び
安
全
」
に
限
定
さ
れ
て
い
た
日
米
同
盟
は
、
冷
戦
後

は
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
安
定
」
を
経
て
、「
世
界
の
中

の
日
米
同
盟
」
と
し
て
地
球
的
規
模
の
協
力
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ

た
。

　

第
二
は
、
協
力
分
野
の
機
能
的
拡
大
で
あ
る
。
元
来
、
日
米
安
全

保
障
条
約
は
、
政
治
、
経
済
、
安
全
保
障
の
三
本
柱
で
構
成
さ
れ
、

相
互
防
衛
条
約
よ
り
も
協
力
の
幅
が
広
く
設
定
さ
れ
て
い
た
。
数
次

に
わ
た
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
を
経
て
、
部
隊
運
用
や
装
備
開
発

な
ど
の
防
衛
協
力
か
ら
、
在
外
邦
人
保
護
、
国
連
平
和
活
動 

、
大

規
模
災
害
、
人
道
援
助
、
海
洋
、
宇
宙
、
サ
イ
バ
ー
、
テ
ロ
対
策
と

い
っ
た
広
範
な
安
全
保
障
分
野
へ
と
拡
大
し
た
。

　

第
三
は
、
統
合
的
な
部
隊
運
用
で
あ
る
。
部
隊
レ
ベ
ル
の
一
体
運

用
を
通
じ
て
、
日
米
同
盟
は
「
物
と
人
の
協
力
」
か
ら
「
人
と
人
の

協
力
」
へ
と
変
容
し
つ
つ
あ
る
。

Q4
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日
米
同
盟
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
義
は
？

　
　
　
　

　

日
米
同
盟
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
義
は
、
無
政
府
状
態
を
特
徴
と
す

る
国
際
社
会
に
平
和
と
安
定
を
付
与
す
る
点
に
あ
る
。日
米
同
盟
は
、

も
は
や
日
米
二
国
間
も
し
く
は
西
側
諸
国
だ
け
が
そ
の
果
実
を
享
受

で
き
る
ク
ラ
ブ
財
で
は
な
い
。
国
際
社
会
が
非
排
他
的
に
そ
の
便
益

を
享
受
で
き
る
国
際
公
共
財
に
近
づ
い
た
。
公
共
財
は
、
誰
で
も
利

用
可
能
で
あ
る
が
、
誰
も
そ
の
経
費
を
負
担
し
よ
う
と
は
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
米
国
が
覇
権
国
家
と
し
て
国
際
公
共
財
を
単
独
で
負

担
す
る
能
力
と
意
思
を
失
い
だ
し
た
今
こ
そ
、
そ
れ
を
補
完
す
る
日

本
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

憲
法
上
の
制
約
は
？

　

平
和
安
全
法
制
は
、
平
和
憲
法
と
抵
触
し
な
い
範
囲
で
、
自
衛
隊

と
米
軍
の
協
力
拡
大
に
貢
献
し
た
。
し
か
し
、憲
法
九
条
二
項
が「
武

力
の
行
使
」
を
禁
じ
る
な
か
、
依
然
と
し
て
自
衛
隊
の
「
武
器
の
使

用
」
に
は
厳
格
な
制
約
が
課
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
在
外
邦
人
を

保
護
す
る
た
め
米
軍
が
救
出
活
動
に
着
手
し
て
も
、
自
衛
隊
法
が
規

定
す
る
武
器
使
用
の
条
件
を
満
た
せ
な
け
れ
ば
、
邦
人
の
救
出
を
米

軍
に
依
頼
し
た
り
、
米
国
人
の
救
出
を
拒
否
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態

が
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
制
約
を
取
り
除
く
た
め
に

憲
法
改
正
に
踏
み
切
る
か
、
現
状
の
制
約
を
甘
受
し
て
憲
法
を
堅
持

す
る
か
は
、
有
権
者
の
選
択
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　

防
衛
費
は
い
く
ら
必
要
か
？

　

装
備
や
人
件
費
等
の
充
実
と
財
政
面
の
持
続
可
能
性
を
追
求
す
る

際
、
二
つ
の
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
を
克
服
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
つ
は
、

日
本
の
財
政
規
模
に
占
め
る
防
衛
費
と
社
会
保
障
費
の
バ
ラ
ン
ス
、

い
わ
ゆ
る
「
大
砲
か
バ
タ
ー
か
」
と
い
う
古
典
的
命
題
で
あ
る
。
令

和
二
年
度
一
般
会
計
予
算
に
お
い
て
、
社
会
保
障
費
は
約
三
五
％
、

防
衛
費
は
約
五
％
を
占
め
る
（
図
表
１
参
照
）。
も
う
一
つ
は
、
防

衛
予
算
に
占
め
る
日
米
同
盟
の
維
持
経
費
と
自
主
的
な
防
衛
経
費
と

の
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
現
行
の
防
衛
予
算
の
中
で
、
在
日
米
軍
駐
留

経
費
は
約
一
一
％
で
、
残
る
約
八
九
％
を
自
衛
隊
の
装
備
・
人
件
費

等
が
占
め
る
。
両
者
の
適
正
バ
ラ
ン
ス
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
対
効

果
を
比
較
衡
量
し
て
判
断
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
図
表
２
参
照
）。
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鍵
を
握
る
の
は
、
日
米
同
盟
の
信
頼
性
で
あ
る
。
世
界
の
警
察
官

を
担
う
能
力
と
意
思
を
失
っ
た
米
国
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
下

で
一
層
内
向
き
の
米
国
第
一
主
義
に
傾
斜
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
在

日
米
軍
駐
留
経
費
よ
り
も
自
衛
隊
の
装
備
・
人
件
費
に
比
重
を
移
す

必
要
が
あ
り
、
社
会
保
障
費
と
防
衛
費
の
再
配
分
を
め
ぐ
る
選
択
が

国
民
に
求
め
ら
れ
る
。
逆
に
日
米
同
盟
の
信
頼
性
が
盤
石
で
あ
る
な

ら
ば
、
社
会
保
障
費
を
切
り
崩
し
て
ま
で
、
防
衛
費
を
拡
大
さ
せ
る

必
要
性
は
大
き
く
な
い
。

　

ち
な
み
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
に
政
府
高
官
の

話
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
た
「
費
用
プ
ラ
ス
50
」
方
式
、
す
な
わ

ち
、
駐
留
米
軍
の
作
戦
・
維
持
費
の
う
ち
、
米
国
負
担
額
か
ら
さ
ら

に
五
〇
％
増
額
し
た
金
額
を
、
接
受
国
が
負
担
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
在
日
米
軍
の
場
合
、
米
国
負
担
分
が
五
三
億
ド
ル
な
の
で
、

日
本
へ
の
要
求
は
約
八
〇
億
ド
ル
と
な
る
。
こ
れ
を
思
い
や
り
予
算

で
賄
う
に
は
、
現
行
の
一
九
六
八
億
円
を
約
四
倍
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
結
果
、
一
八
年
度
に
日
本
が
負
担
し
た
在
日
米
軍
関
係
経

費
（
思
い
や
り
予
算
に
加
え
て
、
土
地
貸
借
や
米
軍
再
編
経
費
な
ど

が
加
わ
る
）
六
〇
〇
〇
億
円
は
、
一
兆
一
九
〇
四
億
円
と
倍
増
す
る

（
次
頁
図
表
３
参
照
）。
信
頼
性
が
低
下
し
安
全
水
準
が
下
が
る
リ
ス

ク
を
甘
受
し
た
上
に
、
自
律
性
の
さ
ら
な
る
低
下
を
招
く
選
択
は
、

日
本
に
と
っ
て
決
し
て
適
切
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

図表1　令和2年度　一般会計主要経費の内訳

図表2　令和2年度　防衛関係費の内訳

公共事業関係費
68,571 億円

7%

5%
89%

11%

5%

文教・科学振興費
55,055 億円

防衛関係費
53,133 億円

在日米軍関係経費
5,930 億円

自衛隊の装備・人件費等
47,203 億円

48%

その他
491,213 億円

35%

社会保障関係費
358,608 億円
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ト
ラ
ン
プ
政
権
は
な
ぜ

　
　
　
　

在
日
米
軍
駐
留
経
費
を
増
や
し
た
い
の
？

　

日
米
双
方
の
立
場
の
相
違
は
、日
米
同
盟
の
「
非
対
称
な
双
務
性
」

に
由
来
す
る
。
防
衛
義
務
の
片
務
性
に
不
満
を
抱
く
米
国
は
、
そ
の

代
償
と
し
て
接
受
国
支
援
の
大
幅
な
増
大
を
求
め
て
い
る
。し
か
し
、

そ
れ
は
基
地
提
供
の
片
務
性
を
増
幅
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
と
し

て
は
受
け
入
れ
難
い
。
こ
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
す
る
方
策
は
、
米

国
が
要
求
す
る
接
受
国
支
援
の
増
額
分
を
、
自
衛
隊
の
任
務
分
担
の

拡
大
に
充
当
す
る
こ
と
で
、
米
国
に
と
っ
て
の
防
衛
義
務
の
片
務
性

を
軽
減
す
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　

日
米
同
盟
は
日
本
外
交
の

　
　
　
　

選
択
肢
を
狭
め
て
な
い
？ 

　

元
来
、
同
盟
と
は
自
律
性
の
犠
牲
無
く
し
て
安
全
を
得
ら
れ
な
い

装
置
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
安
全
を
手
に
入
れ
た
分
だ
け
外
交
の
選
択

肢
が
狭
ま
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
る
。
自
律
性
を
確
保
す
べ
く
同
盟

へ
の
依
存
を
弱
め
れ
ば
「
見
捨
て
ら
れ
」
リ
ス
ク
を
高
め
、
反
対
に

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
同
盟
へ
の
依
存
を
強
め
れ
ば
「
巻
き
込
ま

れ
」
リ
ス
ク
を
高
め
る
。
そ
し
て
、「
見
捨
て
ら
れ
」
リ
ス
ク
を
減

ら
そ
う
と
す
れ
ば
、「
巻
き
込
ま
れ
」リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
日
米
同
盟
の
よ
う
に
力
の
非
対
称
な
関
係
で
は
、
米
国
に

は
「
巻
き
込
ま
れ
」
リ
ス
ク
し
か
生
じ
な
い
が
、劣
勢
な
日
本
は
「
巻

き
込
ま
れ
」
と
「
見
捨
て
ら
れ
」
の
リ
ス
ク
を
抱
え
る
。
そ
の
意
味

で
、
日
本
の
方
が
米
国
よ
り
も
外
交
上
の
選
択
肢
の
幅
が
狭
い
の
は

や
む
を
得
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
日
本
が
米
国
の
言
い
な
り
に
な
る
こ
と
と
は
別

で
あ
る
。
世
界
で
前
方
展
開
す
る
米
軍
に
と
っ
て
、
在
日
米
軍
基
地

Q10

Q9

出典 : US Department of Defense, Operation and Maintenance
 Overview: Fiscal Year 2020 Budget Estimates, March 2019, p.180.
 防衛省ホームページ　<https://www.mod.go.jp/j/publication/wp
wp/wp2018/html/n24301000.html#zuhyo02040301 >

　内訳は、接受国支援1,968億円　　　　　　　  7,872億円
　　　　　土地貸借　1,820億円　　　　　　　　1,820億円
　　　　　SACO     　　51億円　　　　⇒　　    　 51億円
　　　　米軍再編経費 2,161 億円　　　　　　　  2,161億円　　　                                                                      　　　　　
　　　　
　　　　　合計　　　 6,000億円　　　　　　　　11,904億円

米国の要求

図表3　米国の在日米軍経費負担増の要求

費用プラス50方式
日本は、在日米軍の作戦・維持経費に、さらに50％増
額した金額を負担すべし。

◆現在（2018年）の在日米軍の作戦・維持経費
　53憶ドル　×　1.5　≒　80億ドル

日本の負担
米国の要求のそのまま受け入れるとすれば…

◆現在（2018年）の接受国支援（思いやり予算）
　1968億円　⇒（約4倍増）7872億円

日本の在日米軍の経費負担は、思いやり予算だけではない。



日米同盟 深化への課題

127

の
価
値
は
相
当
大
き
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
七
艦
隊
空
母
打
撃

群
の
母
港
で
あ
る
横
須
賀
基
地
は
、
イ
ン
ド
太
平
洋
軍
が
西
太
平
洋

地
域
と
イ
ン
ド
洋
・
ア
ラ
ビ
ア
海
域
に
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
す
る
の

を
可
能
に
し
て
い
る
。
横
須
賀
基
地
が
使
用
で
き
ず
に
同
じ
水
準
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
す
る
に
は
、
最
大
で
九
個
空
母
打
撃
群
が
必
要

に
な
る
と
い
う
。
そ
れ
は
実
に
一
四
四
億
ド
ル
の
年
間
経
費
に
相
当

し
、
米
国
が
負
担
す
る
在
日
米
軍
の
作
戦
・
維
持
経
費
の
約
二
・
五

倍
に
相
当
す
る
。
し
か
も
、
日
本
以
外
の
在
外
基
地
で
は
、
米
国
が

接
受
国
に
使
用
料
を
払
う
の
が
常
で
あ
り
、
広
大
な
土
地
の
提
供
に

加
え
て
、
土
地
使
用
料
や
維
持
経
費
ま
で
を
接
受
国
支
援
と
し
て
負

担
す
る
の
は
日
本
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
が
自
律
性
を
犠
牲

に
し
て
手
に
入
れ
た
交
渉
力
で
あ
り
、
日
本
が
米
国
の
言
い
な
り
に

な
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
　

も
し
日
米
安
保
条
約
が

　
　
　
　

な
か
っ
た
ら
？ 

　

日
米
同
盟
が
機
能
不
全
に
な
っ
た
場
合
の
選
択
肢
は
、
理
論
上
は

米
国
以
外
の
同
盟
国
を
探
す
か
、
日
本
が
自
主
防
衛
を
推
し
進
め
る

か
し
か
な
い
。
し
か
し
、
平
和
憲
法
と
日
米
安
保
体
制
が
セ
ッ
ト
で

成
立
し
た
の
は
、
相
手
が
米
国
で
あ
っ
た
か
ら
で
、
米
国
の
よ
う
に

日
本
の
防
衛
義
務
を
負
担
す
る
国
を
見
つ
け
る
の
は
不
可
能
だ
ろ

う
。
強
い
国
に
対
す
る
同
盟
（
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
）
で
は
な
く
、
強
い

国
と
の
同
盟
（
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
）
が
、
弱
い
国
の
安
全
と
自
律
性
を

完
全
に
脅
か
す
こ
と
な
く
持
続
す
る
の
は
、
ひ
と
え
に
力
の
強
い
国

の
属
性
に
よ
る
。
ま
た
、
単
な
る
脅
威
と
利
益
の
共
有
に
と
ど
ま
ら

ず
、
価
値
の
共
有
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
非
対
称
構
造
を
抱
え
な
が
ら

も
、
安
保
改
定
か
ら
六
〇
年
に
わ
た
り
日
米
同
盟
が
深
化
し
て
き
た

と
い
え
よ
う
。

　

他
方
で
、
平
和
憲
法
を
堅
持
す
る
限
り
、
日
本
が
自
主
防
衛
を
実

現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
仮
に
憲
法
改
正
を
断
行
し
て
核
保

有
を
含
む
自
主
防
衛
路
線
を
選
択
し
た
と
し
て
も
、
日
米
同
盟
下
で

日
本
が
享
受
し
て
き
た
安
全
保
障
水
準
を
回
復
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
米
国
が
安
保
条
約
か
ら
完
全
に
離
脱
し
な

い
限
り
、
日
米
同
盟
の
枠
組
み
で
日
本
の
自
主
防
衛
能
力
を
拡
充
し

て
い
く
道
が
最
も
現
実
的
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
も
、
在

日
米
軍
駐
留
経
費
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
は
、
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
に
不
確
実
性
が
漂
う
中
で
、
日
本
と
し
て
接
受
国
支
援
を
こ
れ
以

上
増
や
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
増
分
を
自
衛
隊
の
装
備
・
人
件
費
に

ま
わ
す
こ
と
で
、
米
国
の
防
衛
負
担
を
軽
減
し
、
在
日
米
軍
の
作
戦
・

維
持
経
費
を
減
ら
す
形
で
決
着
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な

い
か
。
●

Q11




